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１．2025年５月期第３四半期の連結業績（2024年６月１日～2025年２月28日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 76,735 △0.6 1,490 △31.9 1,093 △56.2 85 △91.9

2024年５月期第３四半期 77,179 12.1 2,187 － 2,496 592.2 1,055 －
(注) 包括利益 2025年５月期第３四半期 823百万円(△70.0％) 2024年５月期第３四半期 2,743百万円(472.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年５月期第３四半期 6.38 －

2024年５月期第３四半期 80.35 －

※当社は2025年３月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施したため、前連結会計
年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年５月期第３四半期 92,358 37,558 34.0

2024年５月期 92,199 37,687 34.7
(参考) 自己資本 2025年５月期第３四半期 31,442百万円 2024年５月期 32,038百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年５月期 － 35.00 － 35.00 70.00

2025年５月期 － 40.00 －
2025年５月期(予想) 20.00 －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※当社は、2025年３月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施したため、2025年５
月期（予想）の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合
計は「－」として記載しております。なお、株式分割を考慮しない場合の2025年５月期（予想）の期末配当金は40円
00銭となり、１株当たり年間配当金は80円00銭となります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する
説明、その他特記事項」をご覧ください。

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 103,700 0.2 2,900 △12.1 2,500 △31.8 950 8.6 71.17
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

業績予想の修正につきましては、本日公表いたしました「2025年５月期通期業績予想の修正及び期末配当予想の据え置
きに関するお知らせ」をご参照ください。
※2025年５月期の通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式分割の影響を考慮してお
ります。なお、株式分割を考慮しない場合の通期１株当たり当期純利益は142円34銭となります。詳細につきまして
は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 ２社（社名）
株式会社わかたけ
Bondtex Lamination de Mexico, S.A. de C.V.

、除外― 社（社名） ―

（注）詳細につきましては、添付資料11ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連
結財務諸表に関する注記事項（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）」をご覧ください。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年５月期３Ｑ 15,364,324株 2024年５月期 15,364,324株

② 期末自己株式数 2025年５月期３Ｑ 2,119,590株 2024年５月期 1,853,632株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年５月期３Ｑ 13,379,682株 2024年５月期３Ｑ 13,141,625株

※当社は2025年３月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施したた
め、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及
び期中平均株式数を算定しております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能

な情報に基づいて作成したものであり、不確定な要素を含んでおります。実際の業績は、今後の様々な
要因によって予測値と異なる可能性があります。

（株式分割後の配当及び業績予想について）
当社は、2025年１月14日開催の取締役会において、株式分割について承認可決され、2025年３月１日

を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を実施しております。
なお、当該株式分割の影響を考慮しない場合の2025年５月期の配当及び連結業績予想は以下のとおり

であります。
１．2025年５月期の配当予想

１株当たり配当金
期末 40円00銭
年間 80円00銭

２．2025年５月期の連結業績予想
１株当たり当期純利益
通期 142円34銭
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、物価上昇などによる影響で個人消費は一部に足踏みが残るもの

のインバウンド需要の拡大や賃上げによる雇用・所得環境の改善が進み、景気は緩やかに回復しました。一方で、不

安定な国際情勢のなか長期化する原材料・エネルギー価格の高止まりに加え、米国新政権による保護主義的な政策へ

の転換に端を発し、世界経済全体の先行き不透明感が更に強まっております。

当社グループ事業に関連のあるインテリア業界において、国内の新設住宅着工戸数は前年同期比2.5％減、非住宅分

野では着工床面積が同11.7％減となりました。また、自動車業界において、国内の日系自動車メーカーの生産台数は

前年同期比3.0％減となり、海外においても減少しました。

当社グループは、中長期経営目標「SUMINOE GROUP WAY 2022～2024～2027」の後半３ヵ年「STEPⅡ（2025～

2027）」の方針の下、実力の底上げを確実に進める期間と位置づけ、各種施策を推進しております。

当第３四半期連結累計期間は、自動車・車両内装事業の自動車関連では、メキシコ子会社に新設した合成皮革工場

での量産を開始いたしました。また、これまで機能資材事業で扱う繊維系暖房商材の主生産工場であったベトナム拠

点で、当期中の量産稼働を目標とした自動車向けカーペット及びカーマットの生産体制構築を進めるなど、ベトナム

拠点の採算性向上と自動車内装材の世界最適供給体制の強化に取り組んでおります。また、将来の受注に向けて

SUMINOE GROUPの強みをPRするため、「Liberate“時間・空間の制約”からの解放」をテーマに、国内外の日系自動車

メーカーに対しサステナブルな新素材及び新技術の紹介や、自動車内の空間全体をコーディネートし、提案するプレ

ゼンテーションを実施いたしました。今後も技術力や提案力の向上に取り組んでまいります。車両関連では、内装材

のほか、鉄道各社における安全・防災対策の取り組み強化により非常脱出はしごが多数採用されるなど、トップシェ

アの強みを活かして幅広い提案に努めました。インテリア事業においては、インバウンド需要の回復に伴うホテルな

どの改修物件の増加に対応し、多数のホテルにカーテンやカーペットが採用されました。祖業である手織緞通の伝統

技術と新しい発想や技術開発を掛け合わせて提案することで、市場シェアの拡大を目指してまいります。

2024年12月２日、「住江織物株式会社」から「SUMINOE株式会社」へ商号変更いたしました。また併せて、インテリ

ア事業の基幹会社である「株式会社スミノエ」も「株式会社スミノエ インテリア プロダクツ」に変更しておりま

す。この商号変更を契機とし、本格的な海外展開に向けた活動を推進するとともに、非繊維関連を含む各事業の収益

力及び競争力向上を目指し、世界に向けた新たな価値創造に挑戦してまいります。
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当第３四半期連結累計期間における連結業績は、以下のとおりとなりました。

売上高は、自動車・車両内装事業において、鉄道・バス向け

ともに回復傾向が続く需要に的確な対応をした一方、海外拠点

における日系自動車メーカーの販売不振の影響を受けるととも

に、インテリア事業でも家庭用カーペットが振るわなかったこ

となどから、前年同期比0.6％減の767億35百万円となりまし

た。営業利益は減収に加え、原材料・エネルギー価格の高止ま

りなどにより、同31.9％減の14億90百万円となりました。また、

営業外費用として連結子会社の為替差損や持分法による投資損

失を計上したことなどから、経常利益は同56.2％減の10億93百

万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は同91.9％減の85百

万円となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

セグメント
売上高 セグメント利益又は損失（△）

金額（百万円） 前年同期比（％） 金額（百万円） 前年同期比（％）

インテリア事業 27,027 ＋1.2 270 △27.4

自動車・車両内装事業 47,191 △0.7 2,829 △15.7

機能資材事業 2,151 △18.1 △89 －

その他 365 ＋21.4 61 ＋1.3

小計 76,735 △0.6 3,072 △18.4

調整額 － － △1,582 －

合計 76,735 △0.6 1,490 △31.9
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（インテリア事業）

タイルカーペットの納入物件数が増加し、「空間」全体をデ

ザインするスペース デザイン ビジネスの売上も寄与したこと

などから、売上高は前年同期比1.2％増の270億27百万円となり

ました。セグメント利益は、家庭用カーペットの減収や長期化

する原材料・エネルギー価格の高止まりの影響を受けたことか

ら、同27.4％減の２億70百万円となりました。

業務用カーペットでは、株式会社スミノエ インテリア プロ

ダクツが販売する水平循環型リサイクルタイルカーペット

「ECOS®（エコス）」の環境への取り組みが国内において高く評

価され、海外での販売も好調に推移したことから、売上高は前

年同期比3.3％増となりました。

家庭用カーペットでは、ハイグレードなラグマットなどの新

たな販路開拓や販売戦略の見直しに注力するものの、市場停滞

が継続しており、売上高は同8.6％減となりました。

カーテンでは、一般家庭向け「U Life（ユーライフ）カーテ

ンVol. 11」や医療・福祉・教育施設向け「コントラクトFace

（フェイス®）Vol. 20.1」の販売が伸長し、売上高は同0.4％増

となりました。

壁装関連では、壁紙の価格改定や防犯対策需要によるウイン

ドウフィルムの販売貢献により、売上高は同2.5％増となりまし

た。

スペース デザイン ビジネスでは、商業施設向けの内装やタ

ワーマンションへのオプション販売などの堅調な受注により、

売上高は同10.8％増となりました。
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（自動車・車両内装事業）

当社グループ間での連携により着実に鉄道やバスの生産回復

需要を取り込んだものの、海外における日系自動車メーカーの

販売不振の影響などにより、自動車・車両内装事業全体の売上

高は前年同期比0.7％減の471億91百万円となりました。セグメ

ント利益は、減収に加え、原材料価格及び物流費の高止まりな

どの影響を受け、同15.7％減の28億29百万円となりました。

自動車関連では、受注車種の販売台数増加により、国内の売

上高は前年同期比1.0％増となりました。海外では、北中米拠点

において、生産体制の見直しによりカーペットやカーマットの

販売が堅調となったものの、一部車種のモデルチェンジに伴う

生産調整の影響を受けました。中国拠点においては、中国電気

自動車メーカーの台頭による日系自動車メーカーの大幅な減産

が影響いたしました。東南アジア拠点においては、各国の社会

情勢による日系自動車メーカーの販売台数低迷が継続しており、

為替効果では吸収できず、海外の売上高は同3.9％減となりまし

た。

車両関連では、子会社化した関織物株式会社との製販連携に

より、公共交通機関の利用客数増加に伴う鉄道リニューアル工

事の受注に柔軟に対応し、鉄道向けの売上高は前年同期を上回

りました。バス向け内装材においても、路線バスや高速バスに

続き、人流の活発化やインバウンドの増加により回復する観光

バスの需要も着実に取り込んだことから堅調に推移し、車両関

連全体での売上高は前年同期を上回りました。

（機能資材事業）

消臭・フィルター関連は、コロナ禍における特需の反動によ

り減少していた空気清浄機向けフィルターの需要回復や自動開

閉式ゴミ箱向けのフィルターの底堅い販売により、売上は前年

同期を上回りました。一方で、主力製品であるホットカーペッ

トなどの繊維系暖房商材は、近年の暖冬の影響により新規受注

数が減少し、浴室床材も、主要得意先の生産体制変更による一

部モデルの転注により出荷数が減少したことから、売上は前年

同期を下回りました。以上のことから、機能資材事業全体の売

上高は前年同期比18.1％減の21億51百万円、セグメント損失は

89百万円（前年同期 セグメント損失27百万円）となりまし

た。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、有形固定資産の増加等により、前連結会計年度末に比べ１億59百万円増

加し、923億58百万円となりました。

負債につきましては、借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ２億89百万円増加し、548億円となりまし

た。

純資産につきましては、その他有価証券評価差額金の減少等により、前連結会計年度末に比べ１億29百万円減少し、

375億58百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点の業績動向を踏まえ、2024年７月12日に公表しました2025年５月期通期の連結業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「2025年５月期通期業績予想の修正及び期末配当予想の据え置きに関するお知

らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,303 7,119

受取手形、売掛金及び契約資産 15,665 15,823

電子記録債権 7,764 8,324

商品及び製品 9,657 10,109

仕掛品 2,362 2,519

原材料及び貯蔵品 4,312 4,582

その他 2,954 3,559

貸倒引当金 △69 △63

流動資産合計 50,949 51,974

固定資産

有形固定資産

土地 15,652 15,716

その他（純額） 15,262 16,015

有形固定資産合計 30,914 31,732

無形固定資産 1,510 1,543

投資その他の資産

投資有価証券 6,396 4,654

繰延税金資産 1,304 1,375

その他 1,266 1,220

貸倒引当金 △142 △141

投資その他の資産合計 8,824 7,108

固定資産合計 41,249 40,383

資産合計 92,199 92,358
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,519 11,754

電子記録債務 8,200 7,818

短期借入金 8,249 13,909

1年内償還予定の社債 － 1,000

未払法人税等 812 315

関係会社株式売却損失引当金 903 －

その他 5,794 4,501

流動負債合計 35,479 39,299

固定負債

社債 1,000 －

長期借入金 8,840 6,657

繰延税金負債 313 329

役員退職慰労引当金 90 61

退職給付に係る負債 3,956 3,863

その他 4,830 4,588

固定負債合計 19,031 15,500

負債合計 54,511 54,800

純資産の部

株主資本

資本金 9,554 9,554

資本剰余金 2,388 2,380

利益剰余金 12,198 11,777

自己株式 △2,709 △2,976

株主資本合計 21,431 20,735

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,750 1,421

繰延ヘッジ損益 △1 △3

土地再評価差額金 6,283 6,283

為替換算調整勘定 2,605 3,024

退職給付に係る調整累計額 △30 △18

その他の包括利益累計額合計 10,607 10,706

非支配株主持分 5,649 6,115

純資産合計 37,687 37,558

負債純資産合計 92,199 92,358
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

売上高 77,179 76,735

売上原価 60,752 60,654

売上総利益 16,427 16,080

販売費及び一般管理費 14,240 14,590

営業利益 2,187 1,490

営業外収益

受取利息 21 23

受取配当金 76 93

為替差益 202 －

不動産賃貸料 241 307

その他 211 153

営業外収益合計 753 577

営業外費用

支払利息 206 255

持分法による投資損失 133 75

為替差損 － 350

不動産賃貸費用 35 60

その他 68 232

営業外費用合計 444 974

経常利益 2,496 1,093

特別利益

固定資産売却益 27 63

投資有価証券売却益 129 310

災害に伴う受取保険金 21 －

関係会社株式売却損失引当金戻入額 － 75

特別利益合計 177 449

特別損失

固定資産除売却損 15 22

投資有価証券評価損 25 26

災害損失 34 －

関係会社清算損 － 14

特別損失合計 75 63

税金等調整前四半期純利益 2,599 1,479

法人税、住民税及び事業税 849 752

法人税等調整額 130 82

法人税等合計 979 834

四半期純利益 1,619 645

非支配株主に帰属する四半期純利益 563 559

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,055 85



SUMINOE株式会社（3501）2025年５月期 第３四半期決算短信

― 10 ―

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

四半期純利益 1,619 645

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 443 △329

繰延ヘッジ損益 △22 △1

為替換算調整勘定 679 498

退職給付に係る調整額 23 11

持分法適用会社に対する持分相当額 0 －

その他の包括利益合計 1,123 178

四半期包括利益 2,743 823

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,088 184

非支配株主に係る四半期包括利益 654 638
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間において、2024年６月７日付で締結した株式譲渡契約に基づいて株式会社わかた

けの発行済株式の全てを取得したことに伴い、同社を連結の範囲に含めております。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たにBondtex Lamination de Mexico, S.A. de C.V.を設立

したため、同社を連結の範囲に含めております。

持分法適用の範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間において、従来持分法適用関連会社であった住商エアバッグ・システムズ株式会

社の保有株式譲渡に伴い、同社を持分法の適用範囲から除外しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年６月１日
至 2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年６月１日
至 2025年２月28日)

減価償却費 1,695百万円 1,656百万円
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年６月１日 至 2024年２月29日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

インテリア
事業

自動車・
車両内装
事業

機能資材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 26,707 47,544 2,627 76,879 300 77,179 － 77,179

セグメント間の内部
売上高又は振替高

576 6 41 625 95 721 △721 －

計 27,284 47,551 2,669 77,504 396 77,901 △721 77,179

セグメント利益
又は損失(△)

373 3,358 △27 3,704 60 3,765 △1,577 2,187

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物性・性能検査業等であります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,577百万円には、セグメント間取引消去30百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,608百万円が含まれております。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない管理部門及び研究開発部門に係る費用等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性がないため、記載を省略しております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年６月１日 至 2025年２月28日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

インテリア
事業

自動車・
車両内装
事業

機能資材
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 27,027 47,191 2,151 76,370 365 76,735 － 76,735

セグメント間の内部
売上高又は振替高

610 20 86 716 98 815 △815 －

計 27,637 47,211 2,237 77,087 463 77,550 △815 76,735

セグメント利益
又は損失(△)

270 2,829 △89 3,010 61 3,072 △1,582 1,490

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物性・性能検査業等であります。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,582百万円には、セグメント間取引消去28百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,611百万円が含まれております。

全社費用は、報告セグメントに帰属しない管理部門及び研究開発部門に係る費用等であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性がないため、記載を省略しております。


